
臨時会審議結果一覧

定例会審議結果一覧
■ 表決を行ったもの
★ 議員提出議案

◆ 請願・陳情

◆ 表 決 結 果 ※意見が分かれた案件については、電子表決システムを使って記名投票を行っています。

○＝賛成、×＝反対、不＝不在、議長＝議長職（通常は採決に加わらない）
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意見書案第２号★

意見書案第３号★

意見書案第４号★

議案第４１号

議案第４２号

諮 問 第 １ 号

諮 問 第 ２ 号

付託委員会

－

予 算

総務文教厚生

総務文教厚生

建 設 産 業

建 設 産 業

建 設 産 業

総務文教厚生

総務文教厚生

建 設 産 業

建 設 産 業
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建 設 産 業

決 算 特 別

決 算 特 別

－

－

－

－

－

－

－

議決結果

承 認

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

継 続 審 査

継 続 審 査

可 決

可 決

否 決

同 意

同 意

異議がない

異議がない

議　　　　案　　　　名

「議案第２９号 令和３年度勝山市一般会計補正予算（第３号）」の訂正の件

令和３年度勝山市一般会計補正予算（第３号）

令和３年度勝山市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

令和３年度勝山市水道事業会計補正予算（第１号）

勝山市個人情報保護条例の一部改正について

勝山市手数料条例の一部改正について

勝山市下水道条例の一部改正について

勝山市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について

勝山市水道事業給水条例の一部改正について

勝山市立野向町コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の制定について

令和２年度勝山市歳入歳出決算の認定について

令和２年度勝山市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について

地方財政の充実・強化を求める意見書について

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について国民的
議論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決することを求める意見書

勝山市公平委員会委員の選任について

勝山市固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

受理番号

陳 情 第 ４ 号

付託委員会

総務文教厚生

議決結果

採 択

要　　　　　　　　旨

地方財政の充実・強化を求める意見書採択について

議案番号

議案第２７号

議案第２８号

付託委員会

総務文教厚生

建 設 産 業

議決結果

可 決

可 決

議　　　　案　　　　名

多目的消防ポンプ自動車の購入契約の締結について

道の駅「恐竜渓谷かつやま」機能強化工事施工にかかる協定の変更について
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議　 案　 番　 号

議 案 第 2 9 号

議 案 第 3 6 号

意 見 書 案 第 4 号
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議長
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○

正・副議長、各委員会委員が変わりました
9月定例会において、正・副議長および各委員会の構成が変わりました｡
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会

　
市
の
仕
事
は
幅
広
く
、
複
雑
で
専
門
的
に

な
っ
て
お
り
、
専
門
的
・
能
率
的
に
詳
し
く
審

査
す
る
た
め
に
、
本
会
議
に
お
け
る
審
査
の
予

備
的
審
査
・
調
査
期
間
と
し
て
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
議
会
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、
議
会
運
営
、
特
別
の

３
種
類
の
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
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任
委
員
会

　
本
市
議
会
に
は
３
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ

り
、
市
の
仕
事
全
体
を
分
担
し
、
関
係
す
る
議

案
や
請
願
・
陳
情
等
を
審
査
し
ま
す
。
任
期
は

２
年
で
す
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委
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は
副
委
員
長
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般
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民
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税
務
課
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長
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計
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。
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光
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特
別
委
員
会

　
特
定
の
事
件
の
審
査
や
調
査
を
す
る
た

め
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
議
会
の
議
決
に
よ

り
設
置
さ
れ
ま
す
。
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第
６
次
勝
山
市
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合
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す
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 ◆ 令和３年度山市国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

　国保加入者のうち、出産された方へ一時金を
補助する出産育児一時金の予算を想定より5人
多い金額に、またコロナ禍でやむなく仕事を休業
された方を対象に支給する傷病手当金を計上する
ために補正するものです。
委員：傷病手当金の支給について、どのように
周知しているのか。

理事者：個人情報保護のため、行政では把握で
きないため、本制度を十分周知し、該当者から
申請してもらいたい。すでに7月中に申請を
1件受けている。

◆ 勝山市手数料条例の一部改正について

　マイナンバー制度の法改正の施行により、マ
イナンバーカードの発行に係る手数料の徴収に

かかる事務が市へ委託されたことによる改正
で、マイナンバーカード再交付手数料800円の
条文が削除されました。
　なお、紛失等で再発行の場合、800円が必要な
ことに変わりはありません。　　　
　本案には反対討論がありましたが、採決の結
果、賛成多数で原案のとおり可決しました。

◆ 地方財政の充実・強化を求める
意見書採択について

　陳情の趣旨は、来年度の政府予算と地方財政の
検討では、コロナ禍による新たな行政需要等も
把握して歳入・歳出を的確に積算し、地方財政の
確立を目指すべき等11項目にわたる意見書を提出
するものです。毎年、陳情書が提出されており、
委員会では議論の結果採択とし、意見書を提出
することとしました。

 ◆ 道の駅隣接地について　　　　　　
　道の駅隣接地の工事や企業誘致の進捗状況に
ついて報告を受けました。
　また、本区域の用途は工業地域に指定されてい
ますが、市が考える恐竜渓谷かつやまエリアとし
ての滞在型観光の推進に沿った、進出する企業の
計画を踏まえた用途の変更を検討していきたいと
の説明がありました。

◆ 勝山市立野向町コミュニティセンター
の設置及び管理に関する条例の制定
について　　　　　　

　野向町全体の持続的な活性化を目指すまちづく
り活動の拠点施設とするため、勝山市立野向町コ
ミュニティセンターを新たに設置し、施設の管理
を行うため、本条例を制定したいとの説明があり
ました。

◆ 勝山市下水道条例の一部改正について 他　　　　　　
　今冬の大雪のような悪天候や災害などでメー
ターの点検が困難な場合には、メーターの点検を
行わずに水量の認定を行えるようにするため等の
理由で、3つの条例をそれぞれ改正したいとの説
明がありました。

◆ かつやま恐竜の森（長尾山総合公園）
再整備・管理運営事業について　　　　　　

　Park-PFI制度を活用したかつやま恐竜の森の整
備等については、現在、公募方針を示している段
階で、事業者の提案により計画の将来像が明確に
ならないため、論点が絞れない状況ですが、議論
の進展を図るために早急に理事者の考える制度の
全体像が共有できる資料を提出するよう理事者に
求めました。

　審査の結果、議案４件を全て可決し、陳情
１件を採択としました。● 総務文教厚生委員会

　審査の結果、議案７件を全て可決しました。● 建設産業委員会

常任委員会･特別委員会報告

議員定数について

　議会改革特別委員会では、議員定数について
検討事項として議論しています。議員間でも様々
な意見がありますが、市議会としての方向性を
示せるように、引き続き議論を重ねていきます。
　ここでは、現在16名の議員の議論の中で出た
意見の一部を掲載します。

◆ 議員の意見（議員定数について、各議員の意見を傾向ごとに分けて表にしました｡）

◆ その他

●人口、予算額の減少、勤務時間、態
度、議会の役割など定数削減の妥当性
を考えるべき。
●市民の声を議会に届けるために定数を
増やし、選挙時の条件や報酬などの議
論が必要。

●委員会の編成など議会のあり方の議論
が必要。
●扶養手当等の福利厚生や報酬を充実さ
せるべき。
●若者や女性の候補者が少ない原因を分
析し、対策するべき。

項　目 削 減 す べ き 維 持 す べ き

市の人口

市の財政

他市と
合わせる

市民の声

議会運営

新規の
立候補者

市の人口減少を見据え減らすべき。

厳しい状況が続く中、議会も努力す
べき。

県内他市が削減しているので、同じ
方向性を持つべき。

区長連合会からは削減を望む意見が
ある。

議員定数は、各自治体の考え方を持
つべきで、他市町に合わせる必要は
ない。

行政、議会をよく知る市民からは
「簡単に減らすべきではない」との
意見がある。

議員定数を削減しても全体の仕事量
は変わらないので、チェック機能が
不十分になる。

定数削減は、間口を狭め、候補者不
足の原因につながる恐れがある。

特集
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